
起因物、事故の型：その他の仮設物、建築物、構築物等 - 墜落・転落の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労働

者規

模

1
14～

15

現場へ向かう際、道を間違えてしまったためUターンしようとしたが、道

幅が狭いためミラーを折りたたんで何度か切り返しをして戻ろうとした

が、その際にバックしすぎてそのまま後ろから約5m程の崖下に落下し

た。

56 30309 1～9

1
13～

14

会議室の外ドアが開かなかったため、窓から室内に入った際、靴底に雪

が付いていて滑って転倒し、背中・後頭部を打ち負傷した。
63 40301

50～

99

1
10～

11

コンビニ駐車場グレーチング排水槽の枯れ葉の清掃をしようと排水槽の

蓋を上げ、その下の網の上の枯れ葉を取ろうとした時、強い風が吹いた

ので枯れ葉が飛散すると思い、ゴミ入れ専用の手押し車を取りに行き、

戻る時に後ろ向きのまま下がり、そのまま排水槽の中に落ち背中を強打

した。

64 150101

300

～

499

1
15～

16

敷地内のグランド西側の急傾斜の法面を鎌で草刈をしていた。 従業員が

来客を告げるため、左後方から声をかけた際、振り向き様にバランスを

崩し、転倒し2m50cmの擁壁から転落し、側溝で頭部と胸部を打ち負傷

した。

63 140101
10～

29

1
10～

11

資材置場にて、重機で整地作業後の箇所を歩いていたところ、地盤がゆ

るく下に空洞があり石と共に60㎝ほど滑落し、左足に石が落下し負傷し

た。

35 30199
10～

29

1
14～

15

利用者の安静場所となっている高さ40㎝ある所から床に下りようとした

際、足がすべり尻もちをつき、左手を床についた。 当初はあまり痛みを

感じなかったが、徐々に痛みが出てきた。

61 130101
50～

99



2 16~17

排水処理施設の活性炭塔から使用済みの活性炭をフレコンに取り出す作

業で、高さ36㎝の踏み台に上がりバルブ操作をしている時に、踏み台か

ら右足を踏み外し、右足ふくらはぎ部を踏み台に強打した。

58 10809
50～

99

2 10~11

敷地内でテントのシート張替作業中に突如、突風シートの一部がめくり

上りそれを直そうとトラスの柱をよじ登り、めくり上ったシートを下に

引っ張っていたところ、足が滑り高さ1.5mから落下した。 着地は上手く

したが、基礎のコンクリートの角にふくらはぎをぶつけて打撲した。

46 30309
30～

49

2 16~17

農薬散布の為薬材の入っているタンクをテーブルを踏み台として床面か

ら持ち上げ横にある大容量のタンクに薬剤の移し替えを終えて、テーブ

ルから降りようとした際誤って左足を踏み外し腰部から床面に落下し負

傷する。

59 140309

300

～

499

2 2~3
屋上設備機器置場にて既存室外機容量確認を行った後、設備架台から下

りる際、足を滑らせ転落した。
45 30201

50～

99

2 11~12

物置外壁の合板を胴縁にビス固定中、足場にしていた擁壁から落下し

た。 擁壁天端の角に、肋骨をぶつけた。 （原因） 何らかの落下防止策を

していなかった。

58 30199 1～9

2 11~12

2階の植え込みでの作業中移動した際、誤って足を踏み外してしまい階段

のある側へ転落し頭部を打つ。 倒れているところを通行者に発見され救

急通報された。

62 170209
10～

29

2 11~12

民間の農家組合より依頼された堰の修繕工事において、他2名と上下で単

管パイプ（2m）の受け渡しを行っていたが、上部で作業していた被災者

の足元が滑り、1.5mの高さより下へ飛び降りた。 その際に着地地点がコ

ンクリートだった為、左踵を骨折した。

59 30107
30～

49

2 14~15

特焜炉の炉蓋入替作業中にオペレーターがホイストのワイヤーが切れて

いる様に見え、居合わせた被災者と一緒にワイヤーの状態を目視確認す

る為、原料ヤードの隔壁の上を歩いていたところ、バランスを崩し1.8m

下の床面に飛び降りた。 その際に転倒して左側の手首、膝、顔面を打ち

受傷した。

54 10805

1000

～

9999



2 10~11

開店準備中、冷凍食材の納品があったため、被災者が店舗外側にある冷

凍ストッカーに食材をしまおうとしたところ、冷凍ストッカー付近の地

面の段差で足を踏み外し、地面と隣接道路の約60㎝の段差から落下し、

転倒した。 左腕全体を強く打ち、負傷した。

32 140201 1～9

2 15~16

トラックより降ろされたかご車の中から荷物を探す作業中、荷降し場

（高さ1m）の端に来ていることに気付かず足を踏み外し、約1m下のス

ペースに転落し負傷した。

29 50101

300

～

499

2 10~11

瓦を2階ベランダからダンプに積み込みが終わり、休憩しようとした時、

ベランダ手すりに手を掛け、手すり鉄部の劣化・損傷を見抜けなかった

ため、手すりごと転落した。

51 30209 1～9

2 8~9

給食センター北側の物資搬入口にある段ボール置場（地上より80㎝高

い）にて、潰した段ボールの積み込み・整理作業をしていた。 両手に段

ボールを持って運ぶ途中、積み込みからはみ出していた段ボールで床面

が覆われ、床面が無い部分に気付かず踏み込んで右半身を下にして落下

し、右大腿部を打撲した。

63 10109
30～

49

2 19~20

自社構内で集配車よりホーム荷捌上に上がった。 パレット商品（1.0m

角、約260㎏）を移動しようと荷札を確認する為一旦フォークリフトより

下車した際フォークリフトが自走し止めにいったリフトマンと商品が、

リフトごとホーム下に転落したものである。 現在のところ右足脛と左足

甲の骨折の模様。 原因は、サイドブレーキ未実施、レバー操作未実施の

流れ作業が原因と考えられる。

49 40301
50～

99

2 15~16

トラックより降ろされたかご車の中から荷物を探す作業中、荷降場（高

さ1m）の端に来ていることに気付かず足を踏み外し、約1m下のスペー

スに転落し負傷した。

29 170101
10～

29

2 9~10

作業現場で、外部鉄骨階段の修繕を実施する事前準備をしている時に、

隣接するブロック塀に足を掛けて歩を進めたところ、ブロックの天端が

湿っていた為に足を滑らせ転落した。

69 30201 1～9



3 15~16

被害者が解体工事現場で単管足場を解体しているときに単管を止めてい

るクランプを外したところ、何かの拍子に反対側のジョイントが外れた

ため、地面に落下し背中を打った。

77 30209 1～9

3 14~15

園内の廊下に設置してある棚に登り、展示物の片付作業をしているとこ

ろ、作業を終え棚から下りる際に踏み台への目測を誤り落下し、左腕手

首を強打し負傷した。

52 130201
10～

29

3 14~15

レンタルハウスをトラックの荷台へ積み込むため、ハウスの上に上がっ

て吊りワイヤーを外し、ハウスから降りようとした際、足を滑らせて荷

台とハウスの間に足から落下し被災した。

52 40301
10～

29

3 12~13
ベランダでエアコンの室外機を天つり作業中、ベランダの枠に腰をのせ

たところ転落した。
38 80209

10～

29

3 11~12

金属製のベンチの上でポスター貼りの作業中、ベンチから降りる際に足

を滑らせて転倒し、右手をつき、右手親指を負傷した（骨に異常な

し）。

65 170101

500

～

999

3 9~10

所内にある整備工場の洗車場所前において、被災者が中型教習車両の荷

台にある積載容器の撤去作業中に、荷台より地上へ降車する際に足を滑

らせ、地上へ落下し、臀部と左肘を強打し、当該車両の直近にあったブ

ロック塀に頭部を打ち付けた。

26 120101
50～

99

3 14~15

児童が遊具で遊ぶのを見守りしていた所、遊具を修理している箇所があ

り、それを見ようとする児童を静止させようとした時に、児童に押され

た事もありバランスを崩し、高さ1mの所から落下し、鉄パイプで後頭部

と首を強打した。

45 130201
10～

29

3 13~14
製麺機のコンベア上に引っ掛かった生地を取り除こうと、製麺機の端に

上がって（高さ104cm）いたところ、誤って足を滑らせて落ちた。
69 10109

10～

29

3 1~2

道路でタクシーをUターンさせようとしたところ、左前輪を脱輪してしま

い、慌てて状態を見に行き、誤って左足を滑らせて溝に落ち、その勢い

で左足に負荷がかかり、左足の膝上辺りを骨折した。

55 40201
30～

49



3 8~9

サービスルーム前でお客様のワゴン車を手洗い洗車中、脚立より落下

し、後頭部を強打した模様である。 他のスタッフがいたが別の作業をし

ていたため現場を見ておらず、給油来店のお客様が発見し、救急車を手

配した。

61 80204 1～9

3 9~10

工事作業のため現場に行く途中、同僚と材料受け渡し場所で1m弱のフェ

ンスを乗り越えようとして、バランスをくずし、前かがみに落ち、左足

ひざを強打した。

40 30301
10～

29

4 4～5
新聞配達中、敷地のマンホールの蓋がはずれていて左足が入って負傷し

た。
46 80205

50～

99

4 7～8

庫内においてラック上の商品を降ろそうと片手で棚の支柱につかまり、

筋交いに片足を置いて作業をしていたところ足を滑らせ床に落下し、背

面を強打した（高さ1.5m程）。

34 40301
50～

99

4
11～

12

ホーム（下り線）11番線に弁当を持って行く際に、目眩がして意識が朦

朧となり、倒れこむようにホーム下に転落した。
64 80209

30～

49

4 8～9

会社の車庫内にある荷物置場用のボックス（箱、高さ2m巾1.5m長さ

3m）に上がり、鉄骨用の架台を取ろうとした際に足を踏み外し、箱の上

から地面に落下し、腰を負傷した。

67 40302
10～

29

4 8～9

地上約3mの所にあるプライスカードを交換しようと、約1.5mの棚に飛

び乗りプライスカード交換作業後に棚から飛び下りようとした時、バラ

ンスを崩して踵から落下し、左踵骨を骨折した。

47 80209

300

～

499

4
21～

22

アスファルト合材工場で、大型ダンプにシートを積む為、横付けした台

からダンプの荷台に昇ろうとした際、地上に落下した。
66 40301

10～

29

4
13～

14

土間のコンクリート上に立ち馬を設置し、地上から2.7mの鉄骨の梁を溶

断し切り落としの作業中に、切り落とした梁が立ち馬に接開し、前のめ

りに落下し後頭部を強打した。 ヘルメットは装着していたため頭部は切

り傷程度であったが、第3頚髄を損傷した。

68 30201
10～

29

4 7～8
駐車場にてバス出発準備作業中、園のグランドのフェンスを乗り越える

67 120109
10～



時に誤って落下し骨折した。 29

4
16～

17

加工食品倉庫内、商品補充作業中に、通常はフォークリフトで下ろす

ラック3段目（床面高さ約220cm）にある商品をラック2段目（同約

100cm）にのぼり両足で立ち、左手で荷物が載っているパレットを掴

み、右手でバンドで縛られた商品（約10kg）を引き抜き、その体勢のま

まラック2段目に商品を置いたあとバランスを崩し、臀部から床に落下し

両手をついてしまい、右手首骨折および左手首骨にヒビを負った。

24 80109
50～

99

4
11～

12

惣菜部にて、商品入りトレーを両手で持ち移動中、作業場床面にある下

水用集水桝（およそ50センチメートル×80センチメートル、深さ60セン

チメートル蓋付）清掃のため蓋を開けていたが注意喚起を怠った為、蓋

が無い事が分からず落下し、右足首靭帯断裂を負った。

60 80209
30～

49

4
23～

24

社長の特命で、幹事・世話役として新入社員歓迎会に出席した後、電車

外回りに乗車後に眠り込み、目覚めて下車し、何らかの拍子に足を滑ら

せてホーム下に転落した。 その際に右側頭部を強打し、外傷性クモ膜下

出血となり死亡した。

48 11209
10～

29

4
14～

15

営業所の倉庫内において、パチンコ台を収納しているラック内のパチン

コ台を出し入れ作業中、誤ってラックの上から落下し左踵骨を骨折し

た。

42 40301
30～

49

4
9～

10

野菜カット作業場で歩いて移動中、側溝のグレーチングの1ヶ所がされて

いなかったため、深さ50cmの側溝に右足が落ち、右足小指を骨折した。
55 10109

100

～

299

4
16～

17

物流の自動倉庫内にてリフト業務をしている時に、物流レーン異常を示

すパトライトが点灯し、自動倉庫に振り分ける装置の異常と判断した。

急いで2課包装側の渡り通路から読み取り装置横の通路に登るため渡り通

路の手すりによじ登り、詰まったレーン横の通路手すりの下側ガイド

バーに手をかけようとしたところ手を滑らせ2m下の床に落下し、大腿骨

骨折および舟状骨骨折を負った。

45 10102

100

～

299

農道に停めていた狭いスペースで、後部座席に荷物・雨カッパを入れ、



4
17～

18
右手で運転席のドアを掴み、左手にて後部座席のスライドドアを閉めた

ところ右手が滑り、約1.5m下の野原へ落下し骨折した。

67 170201
50～

99

4
14～

15

個人宅住宅の裏、高さ2m弱の石垣の上の雑草を抜いていた際に足を滑ら

せ、そのままコンクリートの地面を両足で着地し、両足の踵を負傷し

た。

44 60101
30～

49

5
17～

18

2階補修作業場において、作業終了のためアイロンの水タンクの栓を止め

ようとミシン台の椅子に上がった時、体勢を崩してイスから落下し、臀

部と左手根部を強打した。 その後、1階へ下りたが歩行中にめまいを起

こして転倒し、床に頭を打った。

61 11703
50～

99

5
11～

12

工場内の高さ1.5m程に積み上げたH鋼上で、しゃがんで角パイプをク

レーンで吊り上げる作業をしていた。 少し吊り上げた際に角パイプが動

きぶつかりそうになった為、立ち上がった時に足を踏み外し背中から落

下し、右足を鋼材に引っ掛けて靭帯を損傷した。

22 11209
10～

29

5
15～

16
スロープの所で車を誘導中、足を踏み外し約1m50㎝下に落下した。 61 80202 1～9

5
16～

17

園庭で保育中、子どもが川にバケツを投げそれを拾うために、とっさに

フェンスを乗り越えたところ着地に失敗し、右手首から落ちた。
62 130201

30～

49

5
10～

11

被災者は解体現場において仮囲いフェンス解体中に、番線を切ろうとし

フェンスをつたって手と足をフェンスにかけて移動したところ、足元が

滑りバランスを崩し落下してしまい、着地の際に右足踵骨を骨折してし

まった。

44 30309 1～9

5
14～

15

練習場クラブハウス横にある植木の刈込みをしようとして、石積の石に

足をかけ登ろうとしたところ、左足が滑り60㎝位の高さから右足から落

下した。

72 140301
50～

99

5
10～

11

基礎工事中の建設現場で地中梁の配筋状況を確認中、次の場所に移動し

ようと思い地盤の高さを見た時、1m以下で低く見えたのでつい飛び降り

てしまい、右踵骨骨折してしまった。

62 30201
50～

99



5
16～

17

店舗厨房内にて、グリストラップ清掃時に、グリストラップの蓋が開い

ていた為、冷凍庫から出て歩行中にグリストラップに落ちてしまい、左

胸部、尾骨、右下肢を受傷した。

59 80209 1～9

5
17～

18
現場で堤防の確認中に、ブロックの上から転落した。 57 30199

10～

29

5
12～

13

新規利用者宅へ契約のために伺い、契約終了後、玄関先の石段（3段程）

にて足を滑らし、体の右側を下にして転倒した。 その際に右手をつき、

ほぼ全体重が掛かってしまった。

48 130101
50～

99

5
17～

18

プラットホーム（荷降し場）から降りる際、踏み台の端に足を掛けたた

めにバランスを崩して転落し、右手を地面についたため衝撃で右手首を

骨折した。

58 50101
30～

49

5
16～

17

当社顧客先の畳入れ替えに伴い、畳を引き取りに顧客先へ訪問した際、

顧客から作業にあたり玄関を通らずにガレージからリビングに上がるよ

うに要望があった。 作業中に道具を取るためリビングからガレージへ出

ようとした際、リビングとガレージ地面との段差(約60㎝程）が死角とな

り、ガレージ地面に置かれたコンクリート製の車止めに気付かずに、車

止めの斜めになっている箇所に右足を踏み出し、捻った状態の右足首に

全体重を掛けてしまい、右方向に倒れ、右足首を負傷した。

43 40301
10～

29

5
15～

16

庭の丸太の遊具の上で子どもと遊んでいる活動の時に、子どもの手が当

たり、バランスを崩してお尻から転落して、地面に腰を打った。
60 120109 1～9

5
13～

14
窓を閉めようとして作業台に登り、足を踏み外した。 63 10501

50～

99

5 8～9

窓枠サッシュ取付工事現場にて、取り付け済みの窓枠サッシュが雨に濡

れないようにシート及びベニヤ板を取り付けて、当該シート及びベニヤ

板を取り外すために高さ4mの作業箇所にのぼってナイフでシートを切り

外したところ、シート共に地面に墜落した。

69 30309
10～

29

倉庫内の商品を、日差しが強いため日やけ防止をしようとした際、昇降



6
15～

16

機を使って棚上の商品を降ろし、日差しが強い所にダンボールを入れて

遮ろうと、上段の棚に足を掛けたが、体重の掛かり方で棚が傾き、足を

滑らせ落下したものである。

66 80209
10～

29

6
16～

17

当社事業所（2階建）の屋上にあるTVアンテナの補強（安定）のため、ア

ンテナの脚下に木片（100×200×300）を入れようと、下から屋上に投

げ上げたが届かず、手前のコンテナ倉庫（高さ2m）の上に落ちた。 それ

を取りにコンテナの上に上がり、木片を屋上に投げ上げた後、そこから

手をついて降りようとした時、ズボンがコンテナの角に引っ掛かり、バ

ランスを崩し落下したため、右足かかとを骨折した。

61 80109 1～9

6
15～

16

会社敷地内のコンテナ倉庫から、ペットボトル入り段ボール

（24×37×21、13.8kg）を運搬作業中、段ボールを持ったまま段差を降

りようとしたところ、高さ30㎝から足を踏み外して転落し、右足首を捻

挫した。

37 10101
10～

29

6
18～

19

定時の外周巡回点検業務中に、依頼された落下物回収作業中、資器材の

活用や応援要請などをしていなかった為、その結果、約3m下に滑落し

て、本件受傷に至ったものである。

39 170201
50～

99

6
23～

24

店舗厨房の洗い場横の段差から、滑って落ちてしまい、その際に右足首

を捻ってしまった。
53 140209

10～

29

7 21~22
食堂内で給茶機の清掃作業をイスに乗ってしていたところ、バランスを

崩して転落し、左ひじから手首にかかる部位を床に強打した。
70 140101

10～

29

7 12~13

冷凍庫の一番奥にある棚の商品を取ろうとしたが、棚の前に荷物が入っ

た段ボールが置いてあり、重たくて動かせなかったので、段ボール越し

に棚上の商品を取ろうとした。 その時に足元が滑ってしまい、右胸下の

肋骨を段ボールに打ち付けてしまった。 数日痛みを我慢して働いてい

た。 診察の結果、肋骨にヒビが入っていた。

47 170209
10～

29

7 10~11

訪問介護利用者にてサービス中、利用者の外出（買い物の付き添い）の

ため自宅より利用者のそばに付き添って徒歩で移動していたときに前方

より自動車が来て利用者がぶつかりそうになったのを阻止しようと手を
78 130201

30～

49



差し伸べたところ道路の側溝に足をとられ転落し右足を負傷した。

7 15~16

木柱の昇柱順練中高さ3.8mからさらに昇柱しようとした時にバランスを

崩し滑り落ちた。その際に地上30cm付近に築線してあった電線に首を打

ちつけた。 直後本人は痛みがなかったが後日になり痛みが出てきた。 工

事の協力会社で、研修施設で研修中に発生した事故。

22 30301
10～

29

7 14~15

ドローイングの3m用バックフレームの作業台にて、糸切れ確認等の作業

中に高さ約40cmの作業台から左足を踏み外しパイプ上で足をひねった状

態で床に着地して負傷した。

38 10209

100

～

299

7 14~15
資材置場に於いて片付け作業中、誤って側溝に落ち、左足首を骨折し

た。
66 30202 1～9

7 10~11

店搬入口駐車場にて商品納品のための荷下ろしの際、少し目を離した隙

に台車に乗せた商品が坂道で勝手に動き出した。 慌てて止めようとした

ところ、駐車場にある側溝に台車ごと落ち、足を骨折した。

54 130201
10～

29

7 11~12

工場にて、食鳥処理機械マエストロ部品交換工事の際、機械下部の受け

パンの上に立ちながら、機械上部のスライドシャフトのボトルをスパナ

で締めていた。 右手にスパナを持ち、左手はスパナが滑らない様にボル

ト部を押さえていたが、ボルトを締めた勢いでスパナが滑り、その反動

で受けパン（高さ約1.3m）の上から落下し、床で腹部を強打し負傷し

た。

50 30302 1～9

7 16~17

ホテル内にある従業員専用のカプセル式仮眠室の上段から休憩を終えて

出ようとした際、下段にいると勘違いし、転落した。 その時に右手首、

首の後ろ、左太ももを強打した。

28 140101

100

～

299

7
9～

10

マンションの外側にある樹木を剪定の為に、三脚からコンクリートの塀

に乗り作業していた。 周りには外柵に囲まれた場所。 作業中に足を踏み

外し鉄柵に落下した際に、4本肋骨骨折と脇腹に鉄柵が刺さり（3～4本）

出血、自分で鉄柵を抜き、地面に降りて他の作業員に助けを求めた。

67 30309 1～9

9～ 遊園地内の清掃をするために道具を持って柵を乗り越えようとしたとこ
100



7
10 ろ、バランスを崩して転倒し、右肘等を地面に打ちつけ負傷した。

61 140302 ～

299

7 5～6

売店厨房内にて、勤務開始のため厨房内に入ったとき、他の人が清掃の

ために排水弁の蓋を開けていることに気づかず、排水弁に右足から落下

した。

65 80209

100

～

299

7
12～

13

清掃作業をしているときに、傾斜地にある樹木の枝を切っていたとこ

ろ、その切り取った枝が樹木の隣にある網状のフェンスの上に引っか

かってしまったので、その枝を取ろうとフェンスに上ったところ、バラ

ンスを崩して転落した。

31 150109
10～

29

7
20～

21

店舗にて、夜に使用する米飯が足りなくなったため、工場に分けてもら

いに行った際、搬入口のドアから番重に入った米飯（約10㎏）を受け取

り、数歩後ずさりしたところ、そのまま後ろ向きにプラットホームから

転落し、右腕を強打した。

47 140201
10～

29

7
22～

23

退勤後に駐輪場へ向かう際、足元の不注意により、ホームから足を踏み

外し、ホーム下へ落下し負傷した。
37 50101

50～

99

9
17～

18

2階の有線LANケーブルが断線していたので交換作業を行うことにした、

ケーブルの巻線が1階事務所にあるので1階の窓枠に上がり、2階から線を

引く為の穴の拡張作業を行った。 終了し、傍にある机に足を掛けて下り

る時にバランスを崩し落下した。 その際、机角に背中と腰を強打した。

47 11209
30～

49

9
10～

11

約2メートルの高さの仮囲い上でつなぎの補強をしようとしていたところ

足を滑らせて転倒・転落して、斜めのパイプに背中と左脇腹あたりを強

打。 資材置場でのケガである、資材置場の移転に伴い、仮囲いを設置中

に被災した。 安全帯は腰に巻いていたが、使用はしていなかった。

39 30201 1～9

9
9～

10

工場と隣接するビルとの境界にある塀に上り、除草剤を散布していた、

作業終了し塀の上から（約2m）飛び降りたところ、腰骨と圧迫骨折し

た、脚立の用意がなく、本人の安全意識が希薄であったことから、自ら

の身体を過信した。 本人の圧迫骨折により、3ヶ月近くの休業が見込ま

れる。

31 11301
30～

49



9
11～

12

別の従業員が揚げ物室フライヤーにて廃油を一斗缶に取り出している時

に、付近で別作業を被災者が行っていた。 その際に足を滑らせ、廃油取

り出しのために開いていた通路のグレーチングに足が落ち、臀部から転

倒し、尾てい骨を骨折（ひび）した。 また転倒したはずみで廃油の入っ

た一斗缶を蹴ってしまい、廃油注ぎ口から溢れた高温の廃油が右足ふく

らはぎにかかり、火傷をした。

30 10109
30～

49

9
16～

17

既存の住宅の瓦葺き替え工事中、一階の屋根工事が終わろうとしてお

り、瓦上げ機の一番先の短いはしごをはずし手に持って降りようとした

ところ、足をふみはずし地面に落ちてしまった。 助けを求め同僚が急い

で救急車を呼んだ。

58 30202 1～9

9
22～

23

支店23番バースにて、荷物をトラックに積み込み、事務所へ中継伝票の

提出に行き、配送へ出るためにトラックへ戻る時、倉庫横の階段を使わ

ず、停車してある隣のバース（22番バース）の扉を開けて近道しようと

した、その際、バースのゴムに足を引っ掛けてしまい不安定な体勢で着

地してしまい、左足首を骨折、右足首を捻挫したものである。

37 40301
50～

99

9
18～

19

客先と打ち合わせ終了後、旅館へ移動、旅館に到着して、駐車場に業務

用車を駐車後、車後部よりカバンを取り出す為、後部ハッチを開きなが

ら後ずさりした時、後方の溝に転落して受傷。 （溝幅約3,000mm、溝深

さ約2,000mm）

61 11702

500

～

999

9
10～

11

掃除の際に部屋の窓をベッドの上で膝を立てて拭いていた、拭き終わっ

た後、左回りでベッドから降りようとして、自分の足に引っかかって左

肩から落ちて左肩と腕と胸を打った、その後痛みがあったが仕事を続

け、翌日も痛みがあったが病院が休みだった為、仕事をした、月曜日に

内出血が確認されたので病院を受診した。

61 130201
30～

49

10
14～

15

高さ1.5m位のツツジ植栽の場所で、細木、青子板で雪囲い作業中、縄結

びをしている時に縄の結び締めが緩く、締め直した反動と作業場所が高

所であった為、バランスを崩し、路面に落下したところ、両手をつき痛

みと違和感があった。

68 150101
10～

29



10
12～

13

当社3階製本作業現場に於いて、刷り本の束（1m×30㎝×30㎝）がのっ

たパレットを自分で操作してフォークリフトで持ち上げた後、同じく刷

り本の束がのった隣接したパレットの上に乗り、束をまとめているPPバ

ンドを掴み、フォークリフトで持ち上げたパレットから乗っているパ

レットへ積み替え作業中、PPバンドが切れ、その反動で約140㎝の高さ

から後ろ向きに落ち、左手首・左足太腿に受傷したものである。

65 10702
50～

99

10
11～

12

公園内複合遊具施設内滑り台にて、児童を介助して降ろした後、自ら降

りた際バランスがとれず落下してしまった。 勢いよく地面に落ちてしま

い、お尻を強く打ってしまい、胸骨第12番目を骨折してしまった。

63 130201
50～

99

10 8～9

店内で、調理場の蛍光灯を取り替える時に、ガス台から落ち、右足かか

とを打撲した。 （蛍光灯を外した時、下に落ちそうになりあわてて取ろ

うとして、自分が落ちてしまった。）

67 140201
10～

29

10
9～

10

敷地内にある防犯灯の蛍光管の取替作業中、防犯灯のポールが経年劣化

のため、腐食が進んでおり根元より倒壊しポール脚立と共に倒れた。
57 30209 1～9

10
9～

10

工場内の抽出場で、抽出槽上部でベルトコンベアにより搬送される原料

を、抽出槽へ仕込む最中、抽出槽上部から床部へ降りようとした。 体を

支えるために手を添えていたが、誤って手が滑り約1m下の床部に落下し

た。 床部にはベルトコンベアを移動するためのレールが敷かれており、

その部分で左肩甲骨部を強打し負傷した。

40 10899
50～

99

10
15～

16

コンテナ内にジャンボタイヤを積み付け作業中、コンテナ幅方向に立て

た木材の上（巾90mm）を渡って反対側へ行こうとした際、バランスを

崩し、コンテナ内（1,680mm下）に落下し、右腕を打撲した。

55 50202
50～

99

10 8～9

台風の後、露天風呂の外壁を修理するために、脚立と資材を運搬する

際、コンクリートの地面が濡れており滑って（顔から）2m程落ちた。 そ

の際、腰、膝、肩、肘を打ち、左頬を切り、目も地面で打った。

57 130301
10～

29

11
14～

ブロック積工の施工が終わり、ブロック積工の先端にガードケーブル基

礎ブロックの設置をしていた。 最後のブロックを設置し、バリで微調整
42 30107 1～9



15 をしている時に、バリの先が外れて、バランスを崩して、1.45mの高さ

から転落して、岩盤に膝をぶつけた。

11
15～

16

物流センター内で、2段積みの棚の2段目（地上約180㎝）に登り、2段目

に載せているダンボールケースを下ろそうとしていた。 ダンボールケー

スを下ろし終え、降りようとした際、足場にした1段目（約100㎝）のパ

レットの積み荷が軽く棚の中でスライドしたため、バランスを崩して仰

向けで落下し、床に背中を強打して肋骨を骨折したものである。

44 50101
10～

29

11
11～

12

美容室の敷地内の物干し場で踏み台に乗り洗濯物を干していたところ、

バランスを崩し踏み台から落下した。 落下の際に左腕を強打した。
23 80302 ―

11
11～

12

受水槽清掃時、足を滑らせてタラップより約1.7ｍ落下した。 腰を打ちつ

けて骨折した。
69 150109 1～9

11
17～

18

野菜工場栽培室において、レタスの水耕栽培に使用している高さ4.0ｍの

6段栽培棚にて6段目の清掃作業を行っていた。 通常は高所作業車を使用

するが、移動に手間がかかり作業効率が落ちることから、当該作業棚と

隣の棚の4段目に足を掛けて作業をしていた。（高さ2.0m） 作業中右足

が滑り、床に墜落し、右肩と後頭部を強打した。 後頭部及び右肩の打

撲、頚椎捻挫の診断された。 1週間程度の加療が必要となった。

60 80109

100

～

299

11
15～

16

倉庫内出荷場にあるローラーレール上で、搬入・仕分け・引き込み作業

を行い、片付けが終わり、事務所に戻る際、ローラーレールより足を滑

らせ転落した。 腰・背中・肘を打ち、捻挫をした。

41 170101

100

～

299

11
12～

13

ホテル敷地内で、自車輌左横ドアから飛び降りた際に、縁石ブロックが

あり、足を置いた際に、縁石ブロックがぐらつき、転んで負傷する。
49 11703 1～9

11
13～

14

センターランプのノンスリップ保護の為、養生シートを走行面に敷く準

備を始めた時、強い突風が吹き、センターランプ開口部の走行端にいた

本人は持っていた養生シートが風にあおられ（推測）、バランスを崩し

センターランプから岸壁に落下して海に落ちた。

28 11501

300

～

499

送電線鉄塔基礎用深礎基礎鉄筋組立作業において、主筋吊込作業中、作



11
13～

14

業員Aは介錯を行うため、墜落防止器（ヘルパック）を使用し、中間に入

り胴網を鉄筋固定金具へ取り付けた。 吊荷の介錯をする際、胴網に荷重

がかかり鉄筋固定金具が主筋から外れ0.5mほど墜落し宙づり状態となっ

た。 その際に鉄筋、ライナープレートで右手を強打し、右手を痛めた。

52 30301
10～

29

11
20～

21

配送取引先の工場の積込場にて、空のコンテナをトラックの荷台内に積

み替え作業中、その空のコンテナ（段積）をパレットに乗せて後向きで

トラックの荷台内へ移動していたところ、まだ後側に余裕があると思い

込み、後を確認せずに下がった為、誤って積込場から地面へ落下し負傷

した。

50 40301
30～

49

12 10~11
高さ3mのパイプに足を掛け、金具のボルト締め作業中、誤って足を滑ら

せ落下し、両足で着地したが、右足首を骨折した。
38 30309 1～9

12 8~9

仮設天井（養生用）裏にて、仮設照明器具を撤去後、電線の引き抜き作

業中に仮設天井に足をかけたところ踏み抜いて、2.8m位の高さより地上

に落下し被災した。

62 30301
10～

29

12 11~12
惣菜作業場で、作業台にのり棚上のトレーを取ろうとした際、バランス

を崩し落下し背骨を圧迫骨折した。
64 80209

50～

99

12 9~10

当施設内廃棄物置場にて、グループホームの廃棄物をコンテナ内へ捨

て、コンテナから地面に降りる際に足を滑らせバランスを崩したまま着

地し左足を負傷した。

32 130201

100

～

299

12 8~9

センター内洗浄室にて、食缶洗浄機清掃中に、機械の天板に乗り、コン

トロールパネル正面を拭き上げている際に、バランスを崩して転落し、

右側を負傷した（右手首橈骨骨折、右肩打撲）。

42 80209
50～

99

12 2~3

工場敷地内で、4t車に他社製品を積載し、帰社して倉入れ作業を終了

後、フラついて倉入番口ではないステップより落下し、左膝及び右足首

を負傷した。

66 40301

300

～

499

12 17~18

位置決め中、ステージの張り出し部でセット転換時に下手側開口部に気

付かず足を踏み外し後ろ向きに転落し、約1.5m下の鉄枠に左足首を打ち
19 100109

10～



つけた。 後日、精密検査の結果、左足首にひびがはいっていると診断さ

れた。

29

12 19~20
夜間配達に向かっていて、橋の上を渡ったつもりだったが、橋の無い所

を渡ってしまい、側溝に落ちて右膝を裂傷したものである。
41 40301

10～

29

12 9~10

クリーンマスター（パチンコ玉の汚れをとって循環させる装置）の修理

作業中、上部（床から約2mの高さ）に異常があり、パチンコ台の島の上

にのぼり作業していたところ、後ろに下がる際に、前を向いたまま足場

のないところまで下がってしまい、落下し、負傷したものである。

33 140309
30～

49

12 8~9

倉庫内で配送品のパン粉（10㎏入、1本）を取るため、3段の棚の3段目

（地上から約4.5m）に上がりパン粉を持ったところ、バランスを崩し、

パン粉を持ったまま足から落下し、足を負傷した。 本来ならば、リフト

を使わなければいけない状況であった。

53 80109

12 4~5

ポストへ朝刊を投込し終わり、周囲を見回したあと、そばの用水路の土

手から足を踏み外して転落した。 首まで用水路に浸かった際に、右足首

と足の甲裏に損傷を負った。

72 80205
10～

29

12 21~22

浴室にて浴槽を清掃中に、足元の段差を踏み外してバランスを崩した

際、転倒を避けようとしてデッキブラシを掴んだとき、左手親指付近を

痛めた。

74 130301
30～

49

12 16~17

被災者は、第1コンテナターミナル内ストラドルキャリヤー整備工場横の

屋外作業場にて、ストラドルキャリヤーE1号車のエンジン交換作業をし

ていた。 交換作業が終了し、車体内側のエンジンフードを移動式修理台

（3段式）の2段目より右足を踏み出して閉め、修理台に戻ろうとした

が、修理台外枠に足が引っ掛かり、体勢を崩して2m下の地面に足から落

下し、その際に右手を地面について右手首を負傷した。

51 50202

100

～

299

12 9~10

砕石機械のメンテナンス業務中、機械のベルトコンベアのフレーム（幅

100㎝、長さ600㎝）を置き場に片付けていたところ、フレームを2段重

ねにするため、2段目のフレームに上がっていた際、足元のバランスを崩

し、2段目（地面までの高さは1.2m）から後ろ向きに飛び降りた際に着

48 80109
10～

29



地がうまくいかず、右足に負荷がかかり、右足を骨折した。

12 14~15
3F窓硝子の清掃中、外部に乗り出し、誤って1Fアスファルトに墜落し

た。
43 150101

10～

29

12 14~15

養豚外周フェンスのカズラ撤去作業中に、フェンス上部に登ってノコギ

リで枝の切り落としをしていたとき、持っていた枝が不意に折れたため

バランスを崩し、有刺鉄線を越えてフェンス外側傾斜地に落下し、腰を

強打した。

62 120109
10～

29

12 20~21

受託現場（道路舗装に伴う交通誘導）を探すため、車から降りて細い道

路を徒歩で確認中、車が来たため避けようとしたところ、夜間で暗かっ

たために足を滑らせ、道路脇の水路に転落し、右足大腿部を骨折した。

54 170201
30～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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